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ところ、2000年のミレニアムイヤーを記念して作られたロンド

ンの観覧車「ロンドン・アイ」（高さ135m）が保持している。

鉄の構造物である観覧車は、直径100ｍ級になると、全体

では1000ｔ近い重量となる。支柱、梁、回転アームなどの構

造部分には、一般構造用圧延鋼材が用いられているが、中

心軸は強度などの面からクロムモリブデン鋼が使用される。

乗り物部分はステンレス鋼である。

観覧車の回転輪の外周に近い部分に駆動用のレールがあ

り、これを支柱に取り付けられたタイヤで挟み、油圧式のモ

ーターで回す仕組みになっている。駆動に必要な動力は全

ゴンドラの半数に乗客が乗車した完全片荷重の状態で決定

される。ゆっくりと回すだけなので、その動力は観覧車の大

きさに似合わず、意外なほど小さい。モーターの出力は高さ

100ｍ級で約100馬力、高さ75ｍ級の観覧車では、約60馬

力と軽自動車のエンジン並みである。

遊戯施設の中で観覧車は、安全性に対して建築基準法、

同施行令など、厳しい規定が設けられている。速度の規定

は、建設省告示第1419号（2000年6月施行）で、定常円周速

度40ｍ／min以下と定められている。さらに、回転しながら

乗客が乗降を行う場合の円周速度は20ｍ／min以下となっ

ている。また、風に対する揺れ防止のダンパーや地震対策

の制振ダンパーなどを取りつけている観覧車もある。

高さ50ｍ以上の大観覧車は、日本に現在約60基ある。最

近の観覧車の設置場所を見ると、97年以降開業の9基のう
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ち、実に8基が百貨店やアウトレットモール、飲食店など複合

商業・レジャー施設である。1999年に開業したパレットタウ

ンの観覧車は、お台場というデートスポットにあって、その利

用者は10代から20代の若者で占められている。その理由に

ついて、観覧車を作った（株）サノヤス・ヒシノ明昌は、「ここ

は、開業当初から相乗りをさせないということで営業してい

ます。自分たちだけの空間を持てるというのが、若者には魅

力なのではないでしょうか」と説明する。

最近は、ネオンによる光の演出が観覧車の重要な要素と

なっている。1992年、名古屋の観覧車に初めてネオンが採

用されて反響を呼び、以来、ネオンの点滅パターンに工夫を

施した観覧車が続々と登場した。どれだけ付加価値をつけ

られるか、それが現代の観覧車に求められている条件なの

である。

新しい流れといえば、建物の一部に観覧車を組み込むこ

とでビル内部から乗り込めるビルト・イン型も注目されている。

大阪・梅田の「HEP FIVE（ヘップ・ファイブ）」というビルの屋

上に1998年に開業した観覧車（直径75ｍ）は、冷暖房完備で、

開設後２年間で280万人が乗車する人気となっている。

巨大化、都市型へと変貌を続ける観覧車ではあるが、円

形の外周がゆっくりと回る姿は今も昔も変わりがない。不

安な世の中にあって、マイペースで回り続ける観覧車は、

人々にひとときの安らぎを与えてくれる貴重な存在なのか

もしれない。
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パレットタウン（東京・お台
場）の大観覧車の人気は高
く、現在でも年間150万人
以上の利用者がある。

ミレニアムを記念して作ら
れた「ロンドン・アイ」は高
さが135ｍあって、現在の
ところ、世界一の観覧車
である。１台に25人まで
乗車できるカプセルが32
台取り付けられていて、１
周約30分で回る。

「HEP FIVE」（大阪・梅田）の屋上にそびえる観覧車は、既存のビルの屋上
に組み立てたのではなく、ビルの建設と同時進行で設置作業が行われた。

観覧車の組み立て作業は立地条
件にもよるが、高さ50ｍ級でも最低、
３か月以上かかる。アームの本数が
多ければ、期間も工費もかかるが、
最近はアーム形状が緻密な観覧車
も増えてきている。アームの間隔が
緻密になれば、それだけ、取り付けら
れるネオンも多くなり、バリエーショ
ンに富んだ光の演出ができる。ネオ
ンの流行は、観覧車設計にも大き
な影響を及ぼしているのである。
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■観覧車の構造


